
第56回全国英語教育研究大会での口頭発表 

【主催】 
全国英語教育研究団体連合会（全英連） 

【大会概要】 
全英連による年次全国大会（第56回は東京開催）。日程は2006年11月25日および26日。 

【英語小委員会の発表】 
大会2日目（26日）に国立オリンピック記念青少年総合センターの会場にて分科会「共通
の部」（他には「小学校の部」、「中学校の部」、「高校の部」があった）の1つとして
口頭発表を行った。発表者は、倉住修、志村修司、平出敏の三名。発表のタイトルは「中
学校～大学における英語学習の促進要因」。 

【発表内容】 
発表では、学習意欲の促進要因について英語指導への提言を示した。これは、2000年～
2006年にかけて英語小委員会で行った第2次研究「学習意欲の促進要因」の調査の成果を
まとめたものである。それまでに刊行した2005年及び2006年の報告書を基に、その概要
を広く英語教育現場の教員と共有する目的で発表を行った。 

【発表記録】 
発表の内容は、この大会の紀要の中に掲載されている。 
全国英語教育研究団体連合会 (2006). 『第56回大会紀要』p. 122～127に掲載。


